
 
 

 

    

  

 
  

 

 

第４８回 

芸 

能 

発 

表 

会 

 

～出 演 予 定 団 体～ 

・箱根中学校吹奏楽部 

・大平台姫太鼓 

・桂秀会 

・群舞「箱根ソーラン座」 

・箱根太鼓振興会 

・函嶺白百合学園小学校 

・宮城野ばやし保存会 

・アオラニ フラ スタジオ 

・箱根宮城野獅子舞保存会 
  ★豪華景品お楽しみ抽選会 

            もあります！ 

仙石原文化センター アクセス 

住所：箱根町仙石原 842 

箱根登山バス桃源台線 

「仙石原文化センター前」下車 

日
時 

令
和
７
年
１０
月
１２
日
（日）

１３
時
開
演 

場
所 
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー 

主催 箱根町民族芸能団体連絡協議会 

後援 箱根町・箱根町教育委員会・（公財）箱根町文化・スポーツ財団 

箱根温泉旅館協同組合・箱根 DMO（（一財）箱根町観光協会） 

入場 
 無料！ 



＜    共          催    ＞ 特定非営利活動法人 オレンジリボン児童虐待防止全国ネットワーク・星槎グループ
＜ 協 力  (予定)  ＞仙石原自治会連合会、仙石原女性会、仙石原地域子ども会、仙石原飲食店組合、仙石原商店会、
                                   仙石原観光協会、仙石原温泉旅館ホテル組合、箱根町社会福祉協議会、県西地域県政総合センター
＜後援(申請中)＞ 箱根町、箱根DMO、小田原箱根商工会議所
＜お問い合わせ＞星槎大学箱根キャンパス（箱根仙石原総合型スポーツクラブ） 担当 鈴木
                                      TEL】 0460-83-8212     FAX】 0460-83-8203     E-MAIL】 seisa_hssc@seisa.ac.jp

11/15（土）、16（日）
星槎箱根フェスティバル2025
出店者（食品・展示・物販)募集

11/15（土）、16（日）
星槎箱根フェスティバル2025
出店者（食品・展示・物販)募集

星槎箱根フェスティバルは昨年で節目の10回目を迎え、今年は新たなスタートの年となります。
これまで以上に仙石原地域の活性化に繋がるようなイベントになることを目指し、11/15（土）、
16（日）に開催いたします。
昨年は2日間で2,100名を越える方にご来場いただきましたが、今年も多くの方に来場いただける
イベントになるように、フェスティバルをいっしょに盛り上げていただける出店者様を箱根全山よ
り募集いたします。
出店要項につきましては裏面をご覧ください。なお、応募者多数の場合は、抽選により決定させて
いただきます。多くの方のご応募をお待ちしております。

フェスティバルをいっしょに

盛り上げてくれる仲間大募集‼

フェスティバルをいっしょに
盛り上げてくれる仲間大募集‼



 【開催日】
令和7年11月15日（土）、16日（日） 10：00～16：00（予定）
【会場】
星槎大学箱根キャンパス （〒250-0631 箱根町仙石原817-255）
【出店について】
〇出店ジャンル
・食品販売（営業許可又は、臨時営業許可を取得されている方のみに限ります）
・展示（個人・団体） ・物販（フリーマーケットを含む）
〇出店対象（以下の全ての要件を満たす方）
・出店従事者に暴力団員がいないこと。
・暴力団が関与していないこと。また、暴力団の威力を利用していないこと。
・暴力団又は暴力団員に対して、金品等の提供や便宜の供与をしていないこと。
・下記内容にご賛同、ご同意していただける方。
〇出店料について
・無料。ただし、各出店者様には、箱根町トラスト基金他、公共性の高い団体へのご寄付をお願いいたします。
（寄付の額は任意といたします）
〇出店場所の配置について
・販売品目や来場者の安全確保を考慮し、主催者で決定します。ご了承下さい。
〇フェスティバルの中止について
・不測の事態が生じた場合は、主催者がフェスティバルの全部または一部の運営を中止、一時中断、再開の判断を
　します。出店者はこの決定に従うものとし、主催者はこれによって生じた出店者および関係者の損害を補償いた
　しかねます。
＜協議対象となる事象の事例＞
・気象状況悪化（台風上陸・暴風・暴雨・雷などの警報・注意報発令）
・熱中症・食中毒などの集団発生、新型コロナウイルス感染症の感染拡大（各関係者の指導があった場合）
・その他、主催者が危険または実施不可能と判断する事象が発生した場合の中止一時中断、再開の決定時期は、
　次に掲げる通りとします。
① フェスティバル初日前々日の状況判断
② フェスティバル当日朝 7 時の状況判断 ※①、②の場合、申込書記載の緊急連絡先へ中止のご連絡をいたします。
③ フェスティバル開催中は適宜状況により判断
〇注意事項等
① 清掃・ゴミの処理について
・終了後は使用した場所の清掃・原状回復をお願いいたします。
・自店で発生したゴミにつきましては分別をお願いいたします。主催者側で回収し、処理いたします。
② トラブル等への対応について
・お客様の苦情に対しては、各出店者様が責任を持って対応していただくようにお願いいたします。
　また、万一のトラブル（盗難、食中毒など）に対しての責任は出店者様が負って下さい。主催者はその責任の一切
　を負いかねます。
③ ルールを守って楽しいイベントに！
・ルールを逸脱した行為や衛生上の問題が発生するなど、主催者が出店継続不可能と判断した場合は、出店を中止
　していただく場合があります。その場合、出店に関係する経費の補償は一切いたしかねます。
④ 主催者による写真撮影について
・当日、フェスティバルの様子の写真を撮影します。写真はＨＰや広報等で使用する場合があります。
　ご了承下さい。
〇募集・出店者決定について
・出店ご希望の方は、星槎箱根仙石原総合型スポーツクラブHP内にある申込書をダウンロードしていただき必要事
　項を記載し、下記提出方法にてご提出下さい。
＜募集締切り＞10/15 ＜提出方法＞ FAX（0460-83-8203）、またはメール（m_suzuki@seisa.ac.jp）
・ご提出いただいた参加申込書の内容をもとに主催者にてご出店の可否を判断させていただき、10/18までを目安
　に出店者を決定・ご案内いたします。なお、締切り日以降についてはご相談に応じます。
　また、星槎グループとの協働・協力の無い団体については協議の結果により出店できない場合もありますので、
　予めご了承下さい。

星槎箱根フェスティバル2025　出店要項



オレンジカフェ宮城野
みやぎの

 

 

住みなれた町でいつまでも元気に暮らすために… 
地域で繋がろう！ 

たくさん話してたくさん笑おう！ 

福祉・介護の専門職と話してみよう！ 

 日  時：毎月第２木曜日  

午後１時 30分～３時 

申込不要・出入り自由です。 

開催日 令和 7年度 

10月 9日・11月 13日・12月 11日 

1月 8日・  2月 12日・ 3月 12日 

  場  所：さくら館２階 旧ファースト 

  参 加 費：100円（運営費・飲物・お菓子代等） 

  運営団体：むつみ会・箱女連宮城野女性会 

（チームオレンジ） 

  問合せ先：地域包括支援センター（85）3002  

担当：井上・平嶋 
 

 



 

 

 

 オレンジカフェ宮城野
み や ぎ の

とは？  

オレンジカフェ宮城野
み や ぎ の

は地域の皆さんで集まり、お茶を飲んだり楽

しくおしゃべりしたり、自由に過ごしながら新たな出会い、地域のつ

ながりを作っていく場です。どなたでも、出入り自由で参加すること

ができます。 

また、カフェには介護・福祉の専門職も参加しますので、自分のこ

と、家族のことなどを個別に相談することもできます。 

 

 

 運営団体について  

 カフェの運営には「チームオレンジ」であるむつみ会と、箱女連宮

城野女性会の皆さんが携わっています。おでかけに不安がある方も気

軽に参加してください。 

※ チームオレンジは、認知症サポーター養成講座等を受講し、認知

症について正しく学んだ方たちで構成された団体のことをいいま

す。 

 

 

 

いつまでも住みなれた町で自分らしく暮らしていくために…。オレ

ンジカフェ宮城野
み や ぎ の

で楽しい時間を過ごしませんか？お茶とお菓子をご

用意してお待ちしています！ 



日 時：毎月第3金曜日
14:00～15:30

参加費：500円

飲み物とお菓子付

開催場所：箱根リラック森

箱根町二ノ平1297-370
(緑の村)

連絡先：0460-85-3002

箱根町地域包括支援センター

認知症についての悩み相談・情報交換・介護についてなど

美味しい飲み物片手にお話ししませんか？

福祉・介護の専門職も参加しますので、お気軽にご参加ください。

【認知症】について、みんなで考える場所を作りませんか。

シン

自然豊かな箱根の【緑の村】のコーヒー屋さんで

美味しいコーヒーを飲みながらおしゃべりしませんか？

認知症地域推支援進員 井上・平嶋



でおはなししましょう！

日 時

場 所

問合せ先 箱根町地域包括支援センター 井上・平嶋
０４６０（８５）３００２

認知症のシンボルカラーであるオレンジにちなんでキャロットカフェと名付けました。

認知症について考える場を皆で作っていきませんか？

キャロットカフェは、おいしいコーヒーを飲みながら、

令和8 年3 月1 3 日(金)

箱根リラック森

（二ノ平1 2 9 7 -3 7 0）

※緑の村の中にあります。

参加費

7 月 1 8 日 ( 金 )

8 月 2 9 日 ( 金 )

9 月 1 9 日 ( 金 )

1 0 月 1 7 日 ( 金 )

1 1 月 2 1 日 ( 金 )

1 2 月 1 9 日 ( 金 )

なたでも気軽に参加してください。

令和7年度の予定

4 月 1 8 日 ( 金 )

5 月 1 6 日 ( 金 )

福祉・介護の専門職も参加しますので、認知症について

興味のある方、学びたい方、誰かとおはなししたい方、ど

認知症についての悩み相談、情報交換をする場です。

毎月第３金曜日

午後２時～３時3 0分

6 月 2 0 日 ( 金 )

ひとり5 0 0円

（コーヒー・お菓子代）

令和8 年1 月1 6 日(金)

令和8 年2 月2 0 日(金)



【講座の内容】

★ 認知症の原因や症状の基礎知識

★ 認知症の方の気持ちや接し方

★ 認知症の方を支える活動の紹介

【対象者】

★ 地域を支えたい方

★ 認知症に関心のある方

★ どなたでも

10月24日(金) 14：00～15：30 さくら館 ボランティアルーム

11月28日(金)   14：00～15：30 社会福祉協議会 会議室

12月 5日(金) 14：00～15：30 仙石原文化センター第1会議室

1月23日(金) 14：00～15：30 さくら館 ボランティアルーム

2月 6日(金) 14：00～15：30 社会福祉協議会

※以降も定期的に開催いたします。

※知人・友人・各種団体の方ご希望に応じて出張開催いたします！

※ 講師：認知症キャラバンメイト

※受講希望の方は下記までお申し込みください。

お問い合わせ・お申込み
箱根町地域包括支援センター
認知症地域支援推進員 : 井上・平嶋

☎ 85-3002 お気軽にどうぞ！

【開催日】 令和7年年度

認知症サポーターは特別なことをするのではなく、認知症について

正しく理解し、認知症の人とその家族を温かく見守り、声掛けや

ちょっとした手助けができる地域の応援者です！

参加

お待ちしています！



認知症は、誰でもなる可能性がある病気です。

いつ自分や家族が、友人や知人が認知症になるかわかりません。

認知症になっても住み慣れた箱根町で生活できるよう

認知症サポーターを増やす取り組みをしています。

ボランティアルーム

会議室

ボランティアルーム

「知っている」のと

「知らない」のとでは大違い！

知っていれば怖くない！

正しい知識を身に着けよう！

？

受講者のみなさんに認知症

サポーターの証となる箱根町

オリジナルの『オレンジリング』

をお渡しします！



＜主催＞神奈川県、おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ ＜協力＞小田原市、南足柄市、大井町、箱根町

実践事例紹介

日 時｜2025年10月26日(日) 13:30～16:30(開場13:00)

会 場｜おだわら市民交流センターUMECO 会議室１･２･３

対 象｜県西地域の企業・NPO・学校・市民活動団体・住民 等

ＣＳＲ･ＣＳＶ、地域・社会課題の解決に向けた取組に関心のある企業

協働・連携しながら地域・社会課題を解決することに関心のあるＮＰＯ・市民活動団体

地域貢献活動や産学連携に関心のある学校、自治体関係者、ＳＤＧｓ・地域の活性化に関心のある方

定 員｜40名（先着順・要申込み）

申込み｜申込フォームまたはＦＡＸ･メールでお申し込み下さい(詳しくは裏面をご覧ください)

参加費｜無料

星槎大学花王(株)小田原事業場

県西地域で事業を展開する団体等からSDGｓへの取組や、協働の事例等を発表いただきます。

(一社)神奈川大井の里体験観光協会 スマイルフォト
人生の節目、節目でその時の元気な笑顔の写真を残す
お手伝いをしています。

日本の原風景に出会う！地域の困りごとを楽しく解決
する体験・交流型観光、SDGｓの拠点づくりを推進！

仙石原にある箱根キャンパスと湯本で、外国人住民の
ための日本語カフェを開催しています。

花王グループは「Kirei Lifestyle Plan」で持続可能
な社会への貢献を目指しています。

グループディスカッション

交流タイム（自由参加）     

事例紹介団体等も加わり、参加者同士の交流タイム。
お互いを知り、理解を深め合いながらパートナーシップの可能性
を探ります。 ※メンバーを入れ替えて2回実施します。

実践事例紹介者を交えた参加者同士のフリートークタイムです。
具体的なパートナーシップにつなげるよう、情報交換などを通じて交流を図ります。

地域や社会の課題解決に向けて、企業・NPO・学校などの多様な主体が、
それぞれの強みを活かして連携し、相互に協力しあえるマッチングの機会を提供します。

パートナーシップミーティング in県西

企業・ＮＰＯ・大学パートナーシップ支援事業

企業・ＮＰＯ・学校

～新たな出会いから始まる未来への一歩～



企業・ＮＰＯ・学校 パートナーシップミーティング in 県西 参加申込書

１．氏名・ふりがな【必須】 ２．会社または団体名【必須】 ３．連絡先(電話・メール)【必須】

（電話）

（メール）

４．イベント当日、「３．連絡先」を除く項目を記載した名簿を配布します。

名簿掲載の可否についてお知らせください。 【必ずいずれかにチェックしてください】

□氏名・団体名掲載可 □団体名のみ掲載可 □名簿への掲載不可

５．所属する団体の活動内容(企業の事業内容)【必須】100字以内

６．このイベントを通じて、実施してみたいマッチング事業のイメージやアイディア【任意】100字以内

※５・６の内容は、当日、名簿に掲載して配布します。参加者間の交流促進のため、ぜひご記入ください。

７． SDGsの17の目標のうち、興味ある分野を3つお選びください。【必須】
（優先順位の高いものから１，２，３とご記入ください。）

おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯのホームページのメールフォームから、

または、Eメール(odawara@umeco.info)もしくは下欄の申込用紙にご記入のうえ、

FAXで10月19日(日)までにお申し込みください。

■申込方法

おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ 行 ［FAX：0465-24-6633］

おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ 会議室１･２･３
小田原市栄町1-1-27 (ＪＲ、小田急、箱根登山、大雄山線｢小田原駅｣から徒歩約3分）

※専用駐車場はございません。最寄りの有料駐車場か公共交通機関をご利用ください。

■会 場

※ ご記入いただいた個人情報等を、パートナーシップ支援事業以外の目的で利用することはありません。

■お問合せ
神奈川県 政策局 政策部 ＮＰＯ協働推進課

電話：045-210-3703

■お知らせ

おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ
電話：0465-24-6611

組織・団体のチラシやパンフレット等の配架コーナーを会場に設置します。

配架を希望する方は、当日50部程度をご持参ください。

ミナカ小田原

( ) 1．貧困をなくそう
( ) 2．飢餓をゼロに
( ) 3．すべての人に健康と福祉を
( ) 4．質の高い教育をみんなに
( ) 5．ジェンダー平等を実現しよう
( ) 6．安全な水とトイレを世界中に
( ) 7．エネルギーをみんなにそしてクリーンに
( ) 8．働きがいも経済成長も
( ) 9．産業と技術革新の基盤を作ろう

( ) 10．人や国の不平等をなくそう
( ) 11．住み続けられるまちづくりを
( ) 12．つくる責任つかう責任
( ) 13．気候変動に具体的な対策を
( ) 14．海の豊かさを守ろう
( ) 15．陸の豊かさも守ろう
( ) 16．平和と公正をすべての人に
( ) 17．パートナーシップで目標を達成しよう

＜申込みフォーム＞
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 異常な暑さで、渡りをする「アサギマダラ」は今年はまだ見かけません。

蝶の博士の白土信子さんと親子自然観察で箱根の森を訪れるとコオロギや

「ウスバキトンボ」「ナツアカネ」「マユタテアカネ」「アオイトトンボ」な

どのトンボに出会いました。そこで、トンボの羽にもマーキングをするこ

とを知り「ウスバキトンボ」の羽にマジックで日付や場所、名前を書いて

飛ばしました。 

 数日後、まだ年少児の２人しか登園していない朝の時間にオニヤンマが

ホールに入ってきました。すると網で捕まえた後ケースに入れてじっくり

観察。「あ、歯がある」(口のまわりの模様がそう見えた)「目はみどり、羽

が４個あって…」「せんせい、そうだここに(羽に)マジックで書こう」と。

体験したことはしっかり知識になっていきます。でもそこは年少児、自分

の足に乗せたくなり、トンボは大人の予想通り外へ飛んでいきました。 

                                    R７．９．３ 

  箱根幼稚園園だより す ま い る 
   箱根教育合言葉 「箱根を愛し、かしこく やさしく たくましく」 

 

今年の夏は、箱根もとても暑い夏になりました。いつもはほんの短い期間しかできない、時にはお湯を加

えてのプール遊びも早い時期から始められ、水の冷たさが心地よく感じられるほどでした。しかし、他の地

域よりもそこは箱根地区。木陰に入ると涼しさを感じ、外での遊びもできました。水に顔を付け潜れるよう

になった姿を嬉しそうに見せてくれたり、トカゲを捕まえようと追いかけたり、プールの水を運び泥んこで

クッキングをしたりと夏でも自然の中で過ごせることは、この地区の特権のように思いました。 

７/３１の湖水祭後、仕事を終え帰宅しようと夜空を見上げると無数の星が輝き、その美しさは目を見張

るものでした。しばらく夜空を眺めていると流れ星を見ることができ、その美しさを子ども達にも見せあげ

たくなりました。これから夜の時間が長くなってきます。時には保護者の方と一緒に夜空を見上げてみてく

ださい。 

９月１日「今日から二学期だよね。」とワクワクした表情で登園した年長児。何か新しい気持ちでスター

トしようという思いがあったのでしょうか？その期待通り、毎日が充実した日になるように子ども達と考え

を出し合い生活をつくっていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 夏季保育中は、箱根中学校の生徒さんが保育ボランティアに来てくれました。どの生徒さんも明るく

はきはきと挨拶をしとても好感がもてました。中学生と一緒にバレーボール、水遊び、戦いごっこなど

遊ぶ中で子ども達は人と関わる楽しさを感じているようでした。中学生がいて一緒に遊んでくれている

と大人は要らない様でようで、困ったときだけ保育者を求めていました。中学生との会話の中には、幼

稚園時代の自分を振り返り、そして今の中学校生活での出来事やそれに対しての思いを伝え、小さい時

を知っている私達にとっては子ども達の成長を感じ大変嬉しい機会になりました。 

 また、放課後児童クラブの小学生や地域の小学生が園を訪れ、一緒に遊ぶ機会もたくさんありました。

小学生同士もドッチビーの投げ方を教え合い新しい投げ方を習得した子どももいたようです。お昼寝の

寝かしつけを手伝ってくれ、自分も寝てしまう小学生がいて可愛かったです。 

昭和の時代？は、夏休みや放課後、地域の子ども達が自然と「いつもの場所」に集まり、年上の子が

年下の子の面倒を見ながら、そして年下の子は年上の子の真似をしながら、自分たちで遊びを生み出し

子ども達だけの世界で遊んだものです。そこには、挑戦する気持ちや協同性、思いやり、社会性などま

さに非認知能力が自然と育まれる環境がありました。時代の変化で子どもを取り巻く環境も変わり、今

それを実現するのは難しそうです。私は、幼稚園が園児と過ごすだけの場ではなく、小学生や中学生、

そして高校生や大人の方も自由に集まり自分のやりたいことをして、それに園児たちも刺激を受け新し

い気付きや意欲につなげていく。そして何より人と関わる喜びを感じる。そんな園を目指しています。

地域の皆様にはもっと園を利用してほしいです。「こんなことできるかな？」「こんなことしたいよ。」な

にかありましたら、気軽にお出かけください。子ども達と職員でいつでも待っています。 

ソーメン流し 

トンボの 

マーキング 

中学生 

ボランティア 

絵画コンクール

表彰式 

ボート体験 

トンボの絵 
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🐻 箱根のツキノワグマ情報 🐻 
 

秋、ツキノワグマは冬眠に備えて盛んに活動し

ています。 

 

ツキノワグマは、元来臆病な性格なので、積極的に人を

襲うことはありません。ただし、出合い頭など身の危険

を感じた場合には人を攻撃してくることもあります。 

 

ツキノワグマによる人身事故を防ぐには「クマと遭わな

い」「クマを引き寄せない」ことが第一です。 

 

◎鈴・ラジオなどを身につけ、人の存在を知らせる。 

◎家庭ゴミの他、廃棄果樹や野菜、弁当の残りなど 

ツキノワグマのエサとなる食物を適切に処理する。 

 

詳しくは、箱根町ＨＰをご覧ください。 

 

 

＊ツキノワグマを目撃した場合は、箱根町役場環境課美化保全係 

または、最寄りの警察署までご連絡ください。 

      

    照会先  環境課美化保全係 046０（85）9565 

          小田原警察署  0465（32）0110 
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